
ＲＦＩＤの要件の緩和について 

（１）利用周波数帯の拡大 

 

 

（２）出力上限の緩和、免許不要化等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９５０ＭＨｚ帯から９２０ＭＨｚ帯の移行にあたり、スマートメータ等に活用が予定されるアクティブ系システムを中心に、利用可能な周波数帯を拡大 

  現行：９５０－９５８ＭＨｚ（８ＭＨｚ幅）   →   移行後：９１５－９３０ＭＨｚ（１５ＭＨｚ幅） 

ア． パッシブ系  ：現在簡易無線局の２５０ｍＷ局を免許等不要化（特定小電力無線局に変更） 

イ． アクティブ系：長距離伝送のニーズ等を考慮して、２５０ｍＷ局をアクティブにも導入 

欧州での検討状況も踏まえ、２０ｍＷ局(特定小電力)を導入（従来は１０ｍＷ） 

リモコン等での活用も期待される１ｍＷ局用チャネルを大幅増  



ＲＦＩＤの要件の緩和について 

（３）高出力型パッシブタグシステムの高密度設置、高速通信の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配送センター等において、多数の高出力型リーダ／ライタをゲート状に並べて、検品作業等を高速処理するニーズが増加 

→ 高密度配置が可能で、周波数利用効率に優れたミラーサブキャリア方式を採用 

→ タグ応答波の受信帯域を十分確保することで高速通信を実現(９０ｋｂｐｓ→２７０ｋｂｐｓ) 
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従来方式 

リーダ／ライタの送信波とタグの 

応答波が同じ周波数を使用 

ミラーサブキャリア方式 
リーダ／ライタの送信波とタグの応答波は異な

る周波数を使用 

⇒ 送受の周波数を分けることで高密度配置を可能 



ＲＦＩＤの要件の緩和について 

（４）９２０ＭＨｚ帯の具体的な周波数の割当 
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